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株式会社ファイターズ スポーツ＆エンターテイメント（以下 FSE）は、2023 年 3 月より北海道日本ハムファイター

ズの本拠地となる新球場「ES CON FIELD HOKKAIDO（エスコンフィールド HOKKAIDO）」（以下エ

スコンフィールド）を核に、周辺エリアを含めた「HOKKAIDO BALLPARK F VILLAGE（北海道ボ

ールパーク F ビレッジ）」（所在地：北海道北広島市、以下 F ビレッジ）全体で、持続可能な開発目標

（SDGs）に貢献する街づくりを目指し、子供、地域、パートナー連携を重視した 3 つの方向性で主な

取り組みを行います。 
 

FSE は、北海道に根ざした企業として、スポーツエンターテイメントを通じた地域社会との共生や地域発展への

貢献を目指しています。今後は、F ビレッジを拠点に活動領域を拡張、進化させ、プロジェクトに賛同いただける

産官学様々なパートナーシップや近隣地域の方々と共に、未来へつながる街づくりの実現と、地域経済の活性

化を推進していきます。 

 

特に、F ビレッジでは、地域社会の将来を担う「子供」を最重要課題として位置づけ、子供の学びや遊び、成長

に寄与する活動に注力していきます。 

 

 

1. F ビレッジが注力する「子供」に関する事案 

・小学生以下のエスコンフィールドへの入場無料化 

・様々な年齢の子供が安全に遊べるエリアを球場内外に設置、育成プログラムも整備 

・地域社会の課題を学ぶ場や職業体験の場（球団事業、試合運営の疑似体験など）の提供 

・様々な食育活動の実践   など 

 

           2. F ビレッジが目指す「持続可能な街づくり」 

・子供から大人まで、あらゆる世代の人々が集い交流する空間、コミュニティ育成の場の整備 

・全ての人々が安全で容易に利用できる持続可能な輸送システムの提供：EVバスを活用した 

拠点間輸送の整備 

・有事の際の防災拠点、地域の広域避難場所としての機能保有 
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子供、地域、パートナー連携に注力した SDGs の取組を発表 

～小学生以下入場無料化など、子供を中心に据えた展開を実施予定～ 
（送付枚数/本紙含め 2 枚) 



 

 

 

3.F ビレッジが推進する「パートナーシップ」 

・各行政機関、圏域自治体、企業、学識経験者が一体となった「オール北海道ボール 

パーク連携協議会」のテーマ別分科会による諸課題解決の推進 

・産官学隔たりなく連携、協業し、汎用型価値創出を目指した事業の推進 

 

 

 

 

 

 

F ビレッジでは、上記以外にも、多様性を尊重した雇用創出や多様な働き方の実践、効率的なエネルギーの活

用など、SDGsに貢献する街づくりを目指し、様々な取り組みを模索していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■Sustainable Development Goals（SDGs） 

「持続可能な開発目標（SDGs）」とは、2015 年 9 月の「国連持続可能な開発サミット」で採択された「持続可能な

開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2016 年から 2030 年までの国際目標です。持続可能な世界を

実現するための 17のゴールと 169のターゲットから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave no one 

behind）ことを誓っています。 
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